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第82回国民体育大会・第27回全国障害者スポーツ大会 

長野県準備委員会 第１回広報・県民運動専門委員会 次第 

 

日 時：平成31年３月18日（月）13:30～15:00 

場 所：ホテル国際21 ２階弥生の間 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 委員自己紹介 

 

４ 報告事項 

(1) 国民体育大会及び全国障害者スポーツ大会の概要について 

(2) 第82回国民体育大会・第27回全国障害者スポーツ大会開催準備経過について 

(3) 第82回国民体育大会・第27回全国障害者スポーツ大会開催に向けたスケジュールについて 

(4) 第82回国民体育大会・第27回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会の設立と決定事項 

について 

 

５ 審議事項 

(1) 広報・県民運動専門委員会の主な審議事項の当初スケジュール（案）について 

(2) 広報・県民運動専門委員会部会設置要項（案）について 

(3) 効果的な広報活動について［意見交換] 

 

６ その他 

 

７ 閉 会 
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第 82 回国民体育大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会 

広報・県民運動専門委員会部会設置要項（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は、第 82 回国民体育大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会

専門委員会規程第５条の規定により、広報・県民運動専門委員会（以下「専門委員会」という。）

の部会設置及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（部会の設置等） 

第２条 専門委員会に部会を設置し、広報・県民運動の基本方針や基本計画の策定等に向けた検

討を行うものとする。 

２ 部会の名称及び専門委員会からの付託事項は、別表のとおりとする。ただし、定めにない事

項については、その都度、必要な事項を定めるものとする。 

（部会の役員） 

第３条 部会に次の役員を置く。 

(1) 部会長    １名 

(2) 副部会長   １名 

２ 役員は、第 82 回国民体育大会・第 27回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会専門委員

会委員長が指名する。 

３ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるとき、又は部会長が欠けたときは、その職

務を代行する。 

（任期） 

第４条 部会の委員（以下「委員」という。）の任期は、部会の任務が達成されたときまでとす

る。 

２ 前項に規定にかかわらず、委員に指名された者が、その属する機関又は団体において指名さ

れたときの役職を離れたときは、当該委員の任期は、当該役職にあった日までとする。 

３ 前項の規定により委員が欠けたときは、当該委員の属していた機関又は団体において当該委

員の後任となった者を委員に指名するものとする。 

（会議） 

第５条 部会は、部会長が招集し、部会長が議長となる。 

２ 部会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

３ 部会長は、やむを得ないと認められる事項又は軽易な事項については、書面による表決を求

め、これをもって部会に変えることができる。 

４ 部会は、付託事項の審議結果を専門委員会に報告する。 
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５ 部会は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴くことがで

きる。 

（委任） 

第６条 この要項に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会長が専門委員会委

員長の承認を得て別に定める。 

附 則 

この要項は、平成 31 年３月   日から施行する。 

 

別表（第２条関係） 

部会の名称 付託事項 

広報推進戦略部会 

○ 広報に関すること。 

○ 愛称・スローガン、マスコット等に関すること。 

○ 記録映像及び記録写真に関すること。 

県民運動推進戦略部会 ○ 県民運動に関すること。 

 

 

 

 

 

 



参考資料 



 

広報推進戦略部会（仮称）の検討にあたって 
 

 

  第８２回国民体育大会及び第２７回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）の広報活動

については、「第８２回国民体育大会・第２７回全国障害者スポーツ大会開催基本方針」に基づき、

開催意義を広く県内外に周知し、その理解を深めることにより、大会への参加意識の高揚を図り、

県民総参加でつくる大会につなげるとともに、長野県や大会の多彩な魅力を全国に発信するため、

次のとおり広報活動を展開する。 

 

 

１  県・市町村、関係機関・団体、企業、ＮＰＯ、ボランティア団体、本県ゆかりのアスリート等との緊

密な連携と協働のもとに、各種の広報媒体を計画的かつ効果的に活用し、大会の積極的な広報

に努める。 

 

 

２  報道機関との連携やインターネットをはじめとした多様なメディアの活用により、大会に関する

情報を迅速かつ広域的に伝達するとともに、豊かな自然、美しい景観、歴史、文化、健康長寿等

長野の多彩な魅力を積極的に全国に発信する。 

 

 

３  大会を象徴し、県内外の県民に広く愛されるような愛称やスローガン、マスコット等を制定し、

その普及を図ることにより、大会開催の機運を高める。 

 

 

４  大会の記録映像、記録写真集等を制作し、その感動と興奮を永く記録にとどめるとともに、大

会開催の成果を長野の財産として未来へ継承する。 

 

《検討事例》 

 

(1) 愛称・スローガン等による広報 

大会を象徴する愛称・スローガン等を制定し、普及する。 

ｱ 愛称・スローガン等の制定及び普及 

ｲ マスコットキャラクターの制定及び普及 

ｳ イメージソング等の制定及び普及 

 

 

審議事項２ 参考資料(1) 



 

(2) 各種広報物品による広報 

各種広報物品の作成や既存の広報誌等を活用した、積極的な広報活動を展開する。 

ｱ 大会広報誌の発行ポスター、パンフレット、リーフレット等の作成 

ｲ 広報グッズ、各種ガイドブックの作成 

ｳ 県・市町村、関係機関・団体、企業等の刊行物（広報誌等）の活用 

ｴ 新聞、雑誌等への記事掲載の情報提供  

   

(3) 多様なメディアによる広報 

    報道機関との連携及びインターネットをはじめとした多様なメディアにより、広域的かつ効果

的な広報活動の展開を図る。 

ｱ 新聞、ラジオ、テレビ等による広報活動の推進 

ｲ 県や市町村の広報番組、各種団体等の広報媒体の活用 

ｳ ホームページやＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等のソーシャルメディアの 

活用 

 

(4) イベントによる広報 

    大会開催までの節目などにおいて啓発イベントを開催するとともに、各種イベントと連携した

広報活動を実施する。 

ｱ 啓発イベントの開催 

ｲ 県や市町村、各種団体等が主催するイベントにおけるＰＲ活動等の連携及び実施 

ｳ 出前講座を活用した広報 

 

(5) 屋外広告物による広報 

    広告塔や横断幕等を設置して大会開催の広報に努める。 

ｱ のぼり、横断幕、懸垂幕の設置 

ｲ 広告塔、歓迎塔、広報看板、カウントダウンボード、歓迎アーチ等の設置 

 

(6) 映像による広報 

       県民総参加による参加意識の高揚を図るため、映像を活用した広報を実施する。 

ｱ 先催県の大会映像等（ＤＶＤ等）の貸出、ホームページ上等での公開 

ｲ 広報用映像（ＤＶＤ等）の制作、貸出、ホームページ上等での公開 

 

 

 



 

(7) 記録映像等の制作 

    大会の成果を永く記録にとどめるため、記録映像等を制作する。 

ｱ 大会記録映像（ＤＶＤ等）の制作 

ｲ 大会記録写真集の制作 

 

(8) 参加章等の作成 

    大会の開催を記念し、大会参加章や記念章を作成する。 

 



 

県民運動推進戦略部会（仮称）の検討にあたって 

 

１ 目  的 

 第 82 回国民体育大会（以下「国体」という。）及び第 27 回全国障害者スポーツ大会

（以下「全障スポ」という。）の県民運動は、県民一人ひとりが両大会の開催意義を理

解し、それぞれの立場で国体及び全障スポに参加し協力することにより、将来にわた

り夢や希望を持ち、感動を分かち合える大会を目指して展開する。 

 また、国体及び全障スポの開催を契機に、地域一体となってスポーツを活かしたま

ちづくりに取り組み、健康で豊かな生活を送ることができるしあわせ信州づくりに寄

与することを目的とする。 

 

２ 基本目標 

(1)  県民総参加による「県民運動」 

(2)  おもてなしの心で歓迎する「県民運動」 

(3)  スポーツを振興する「県民運動」 

(4)  信州の魅力を発信する「県民運動」 

 

３ 運動の進め方 

(1)  この運動は、県民一人ひとりに自発的・積極的な活動を基本として推進する。 

(2)  準備委員会は、既存の県民運動と連携を図り全県的な方針を定め、各種啓発活

動を行うとともに全県的な運動を推進する。 

(3)  市町村準備委員会は、地域の特性に応じた計画を定め、地域住民、関係機関、

各種団体等と連携し、地域の特性を活かした県民運動を推進する。  

(4)  各種団体、企業、学校、NPO、ボランティア団体等は、それぞれができるこ

とを自発的に企画し活動を展開する。  

 

 

《検討事例》 

 

(1)  すべての県民が、自発的、積極的に大会イベントやボランティア活動に参

加し大会を支えることにより、地域との一体感や感動を分かち合う。 

ｱ 国体の総合開・閉会式及び全障スポの開・閉会式に参加 

ｲ ボランティアに参加 

ｳ 募金や協賛に協力 

 

審議事項２ 参考資料(2) 



 

(2) 来県者を温かいおもてなしの心で歓迎する。 

ｱ たくさんの花を育て、街や会場を飾る花いっぱい運動 

ｲ 清掃活動によるきれいなまちづくり 

ｳ 笑顔で元気なあいさつ、親切・丁寧な応対 

ｴ 交通安全運動 

(3)  すべての県民が、「する」「みる」「ささえる」など様々な形でスポーツに親し

む。 

 

ｱ 国体のデモンストレーションスポーツ及び全障スポのオープン競技に参加 

ｲ 地域のスポーツイベントに参加 

ｳ スポーツの観戦や応援 

ｴ ダンスや体操等の普及イベントに参加 

(4)  来県者と積極的に交流し、信州の魅力を発信する。 

ｱ 観光ガイドブックの作成 

ｲ 地域の特産品で記念品を作成 

ｳ 地域ブランドを紹介・販売 

ｴ 郷土料理、ご当地グルメのふるまい 

 


